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1. はじめに 
1-1. 研究の背景 

建築面積の一部や階数を減らす「減築」とい

う改修の手法は,既存の床や壁の一部を撤去し,

コンパクト化を図る手法である. 

核家族化かつ超高齢社会となりつつある我

が国で,子育てが終了した世帯の住宅は子供部

屋が余剰室になる.この余剰室は物置,子供の帰

省部屋,夫婦の個室として使用されるが,老後は

２階以上に上がる機会が減り,未使用部屋とな

ることが予測される.こうした状況で子供世代

の転居による空き部屋の削減や老後の住まい

へ向けた住まいづくりを行う目的で減築改修

が行われる. 

このような背景を踏まえ,住宅の減築を伴う

改修は余剰室の削減を主な目的とし,省エネ・

バリアフリー・耐震補強を含めた「優良化更新」

が目標だと考えられる. 

本研究では,戸建て住宅の改修事例から減築

が行われたものを調査し,減築が長期優良化に

与える影響について考察する. 

1-2.既往研究との位置付け 

酒井・高橋らによる研究参１）では,減築パタン

の類型化,改修を行う住民の意識調査,減築後の

住宅性能の効果計測を行っている.この研究で

は住宅の減築には環境性能を向上させる効果

があることを明らかにしている.また,減築操作

のパタンごとに住宅性能に与える効果を明ら

かにしている(表1). 

島・込山らによる研究参２）では,減築操作が空

間に及ぼす影響,住民の減築意図について調査

を行っており,減築工事と共に住宅の性能を向

上したいという住民の意向があることが明ら

かになっている. 

この二つの論文からは,住宅のコンパクト化

と性能向上を同時に行う手法として「減築」が

有効であることを明らかにしている. 

既往研究でみられた減築の類型を図1に示す.

減築効果の測定は1A,2A～2Eが行われており,

この効果は図1の測定されていない減築操作に

も概ね対応していると考えられる. 

一方,表1の△,▲にあたる操作は事例によっ

て異なっており,その具体的なモデルは明らか

になっていない. 

本研究では「減築」が住宅の性能を向上させ

ることに着目し,住宅の減築操作が住宅性能の

向上に与える影響について明らかにする.また,

減築改修と同時に行われた工事から改修目的

と減築操作の関係,住宅の長期優良化への意識

について考察する. 

表 1 減築操作の効果(既往研究) 

 図 1 減築操作の類型化参１）参２） 

1A 2A 2B 2C 2D 2E

居住快適性 日常生活の容易化 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バリアフリー化 ― 〇 〇 ◎ ― 〇

空地の確保 〇 〇 ― ― 〇 ―

経済性 メンテナンスコスト軽減 〇 〇 〇 〇 〇 〇

固定資産税の軽減 〇 〇 〇 〇 〇 〇

冷暖房費の軽減 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ×

照明費用の軽減 △ △ △ △ △ △

環境性 採光・換気の良好化 △ △ △ ― △ △

日照・通風の良好化 △ △ △ ― △ △

耐震性 耐震性の向上 ▲ ▲ ▲ ◎ ▲ ▲

地震保険料の軽減 ▲ ▲ ▲ ◎ ▲ ▲

避難用空地の確保 〇 〇 ― ― 〇 ―

市街地の密度の緩和 空地の確保 〇 〇 ― ― 〇 ―

環境問題への対応 CO₂発生量の抑制 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建設廃棄物の発生抑制 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◎：著しい効果がある ▲：減築形態によっては効果がある場合もあれば、マイナスの効果が発現する場合もある

○：効果がある △：減築形態によっては効果がある場合と効果がみられない場合がある

－：特に効果はみられない ×：マイナスの効果が発生する

減築パターン
効果指標
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1-3.研究の方法 

 新建築と新建築住宅特集から戸建て住宅の

事例を収集した(表2). 

 減築改修された34事例から減築部分と並

行して行った工事,および設計意図の分析を行

う.  その中から改修前後の平面図が記載され

ている27事例については減築操作と減築によ

る効果について調査を行う(表3). 

また,改修後の平面形状の変化が耐震性,環境

性能に影響するため,平面形状の変化が住宅性

能に影響するか考察する. 

住宅の長期優良化に関係する項目を耐震性

の向上,バリアフリー化,環境性能の向上の3項

目とし,減築改修と同時に行われている長期優

良化に関係する工事を調査した. 

構造補強に影響のある追加工事を,構造部材

の追加による補強(Ba),構造材の更新(Bb),基礎

の補修(F),屋根の撤去,更新(R)とする.バリアフ

リーに影響のある追加工事を,階段の変更,手す

りの更新(S),水回りの更新(W)とする.省エネ,

環境性能に影響のある追加工事を,断熱材の追

加(I),既存壁面への開口追加,サッシの更新(G)

とする. 

特記事項には新規居住者は「新規」,購入後の

改修には「購入」,減築と同時に増築した場合に

は「増築」と記す.  

表 2 戸建て住宅の減築事例 
作品名 掲載年月 既存図 家族構成

1 淡路島の家 2009年10月 〇 夫婦+祖母1

2 gather 2010年2月 × ２人

3 野田の家 2010年8月 〇 　

4 カテナハウス 2011年6月 〇 夫婦+子供3

5 北余部の家 2013年5月 △ 夫婦+子供1

6 与野本町の民家 2013年9月 〇 　

7 改築 散田の家 新建築 2013年12月号 〇 夫婦+子供2

8 千葉の家 2014年2月 〇 夫婦+子供1

9 おもやとはなれ 2014年8月 △ 夫婦+両親

10 エン・ハウス 2015年2月 〇 母+娘1

11 大門の母屋と新屋 2015年2月 〇 母屋：夫婦　新屋：夫婦+子供1

12 鳩ヶ谷の家 2016年2月 〇 夫婦+子供1

13 H の減築 2016年2月 〇

14 逆戻しの家 2017年2月 〇 夫婦

15 壬生松原の住宅 2017年2月 〇

16 新釜座町の町家 2017年9月 △ 2人

17 観察と試み〈深大寺の一軒家改修〉 2017年10月 △ 単身者

18 刈谷の家 2017年12月 〇 夫婦+子供1

19 代沢の住宅 2018年4月 〇 夫婦+子供1

20 須越の架構 2019年2月 × 夫婦+子供2

21 6つの小さな離れの家 2019年2月 × 高齢の夫婦

22 長床の家 2019年3月 〇 夫婦70代

23 毛鹿母の家 2019年3月 × 夫婦+子供

24 上富井の住宅 2019年4月 △ 夫婦+子供

25 閻魔前町の三連織屋建長屋 2021年5月 〇 夫婦+子供

26 家と庭と代 2021年11月 〇 夫婦

27 ロードサイド・ロッジア 2022年4月 〇 夫婦

28 農家住宅の不時着 2022年8月 × 親夫婦+子夫婦+孫

29 改修 京都西山の家 2022年12月 〇

30 西日の長屋 2023年5月 〇 父母+夫婦

31 青木湖の住宅 2023年5月 〇 夫婦+犬

32 鷲巣の走馬棟 2023年5月 〇 夫婦+子供2人

33 路地の反転 2023年6月 × 親夫婦+子夫婦×2+孫2

34 界築の家 2023年12月 × 親夫婦+子夫婦×2+孫3

表 3 減築事例の詳細 
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2. 減築操作と住宅の優良化更新の関係 

2-1.居住者構成と改修目的の関係 

家族構成の変化,部屋の撤去などの,減築での

み効果が得られるものを減築目的の改修とし,

それ以外でも効果が得られるものを長期優良

化目的の改修とした.  

34事例のうち,長期優良化を目的として改修

が行われた事例は6事例で,うち4事例が親世代

と子供世代が居住している. 

減築することを目的とした改修は19事例で,

うち9事例が親世代と子供世代が居住してい

る.6事例は建主のみで,残りの3事例について

は居住者構成の記載がない事例である. 

2-2. 減築目的と減少した機能の関係 

 継続して住み続け,終の棲家としたい居住者

の場合,老後使いにくくなった住まいの更新や

子供世代の退去後の余剰部屋を減らす目的で

改修が行われている.「新規」の記載のない23

事例での減少した機能は居室,廊下,倉庫,水回

りである. 

親世代から家を受け継ぐ,親と同居する場合,世

帯人数に合わせた居室数の増減が行われてい

る.減築される機能は事例ごとに異なり,傾向は

みられない. 

2-3.改修目的と優良化工事の関係 

 34事例のうち,耐震化に効果のある追加工事

(Ba,Bb,I,F,R)は26事例,バリアフリー化に効果

のある追加工事(W,S)は33事例,環境性能に効

果のある追加工事(I,G)は23事例で行われてい

る. 

長期優良化を目的とした改修が行われた6事

例では,4事例で3項目の工事が行われている. 

減築することを目的とした改修が行われた

19事例では,11事例で3項目の工事が行われて

いる. 

その他の目的で改修された12事例では,6事

例で3項目の工事が行われている. 

 

図 2 住宅性能の影響と減築操作 
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3. 居住者が減築改修に期待する効果 
3-1.減築操作が長期優良化に与える効果 

図2に住宅性能の向上に効果があるとみられ

る事例をまとめる. 

減築がマイナスの影響を与えたために耐震

の追加工事があったと仮定すると,マイナスの

影響の少ない操作には補強工事が不要の場合

があると考えられる.そこで,耐震性にマイナス

の影響が発現する場合がある操作の行われた

事例のうち,耐震を補強する追加工事が行われ

ていない5事例を,耐震性にマイナス効果がみ

られない減築操作とする. 

居住者に高齢者が含まれる10事例には,2階

部分を減らす操作と壁面の撤去がみられる.ま

た,バリアフリーを目的とした追加工事がみら

れたため,これらをバリアフリー化に効果がみ

られる減築操作とする. 

減築により平面形状の複雑化がみられた6事

例のうち環境性能に効果のある追加工事が行

われ,かつ奥まった居室の開口が増加した5事

例を環境性能に影響する減築操作とする. 

3-2.耐震性を目的とした改修 

耐震性を改善したい目的で行われた改修は1

事例である.耐震性を上げる改修を行った事例

は26事例である. 

追加工事のうち既存躯体の補強・更新が行わ

れた事例は22事例である.耐震性を上げる改修

が行われた事例のほとんどが躯体を補強する

ものであることがわかる. 

耐震性に効果のみられる減築操作は下階と

上階を同時に撤去する操作が共通してみられ

る.耐震性に効果のある減築操作と減築意図の

関係はみられない. 

3-3.バリアフリーを目的とした改修 

バリアフリー化の追加工事を目的とした改

修事例は2事例である.情報のない事例を除い

て全ての事例で水回りの更新がみられる. 

上階の減築と壁面の撤去がバリアフリー化

に効果のある操作とすると,34事例のうち27事

例にバリアフリーに有効な減築操作がみられ

る.居住者が夫婦のみである5事例では,居室数

の増加はない.また,平面形状が単純化した3事

例では,平面部分の凸になる箇所の減築が行わ

れ,平面形状が単純化している. 

3-4.環境性能の向上を目的とした改修 

環境性能向上の追加工事を目的とした改修

事例は3事例である.主に採光、換気のための目

的で改修が行われる. 

冷暖房費の削減には建物外壁,サッシ,軒が関

係するため減築操作では分類することが難し

い.本稿では,環境性能の中で通風,採光の項目

に影響する操作として分類する. 

環境性能に影響する減築を行った5事例のう

ち3事例が採光を目的とした減築である.平面

形状に影響する操作を行い,居室前に半屋外空

間を挿入する操作が行われている. 

 

4. まとめ 
減築と同時に行われた工事から,減築が住宅

性能に与える効果,居住者の優良化更新に対す

る意識を明らかにし,以下にまとめる 

1）34事例のうち24事例が耐震,バリアフリー,

省エネの3項目に関係する工事を行っている.

住宅性能を上げる目的で改修した事例数と大

きく差があり,減築改修の「ついで」として優良

化更新が行われると考えられる. 

2）改修の詳細情報がみられなかった事例を除

き,全ての事例に1項目以上の追加工事が行わ

れている.このことから,減築改修には優良化更

新への意図があるといえる. 

3）夫婦または単身者の居住者の改修事例は34

事例中10事例あり,うち2017年以降が8事例と

核家族の減築改修が近年増加傾向にある. 

4）居住者に高齢者が含まれる事例では,全ての

事例で壁を撤去して大部屋化する改修が行わ

れている.居室を減らして動線をコンパクト化

するバリアフリー化の意図がみられる. 
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